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LDLコレステロール(LDL-C)は本来体にとっては必須
の成分であるにも関わらず悪玉と呼称されて久しい。

受診者の半数近く存在するLDL-Cは、専門家により
悪玉であると主張されるが、健康診断の対応において
も現実的でなく弊害が大きい。

高LDL-C血症の健康診断における時系列動態から
LDL-C値上昇の転機および性差の存在する意味につ
いて考察した。

【はじめに】



【対象】

健診を受診した487067名

男性 248885名 49.3±16.6歳 女性 238182名 53.5±16.4歳

【方法】

素因型（血圧, LDL-C, HbA1c） 生活習慣型(GPT,γGTP,TG）

全6項目の判定基準値以上を有所見とする。

素因型群 素因型のみで構成される異常パターン

生活習慣型群 生活習慣型を含むパターン

 LDL-C 有無別パターンの有所見率の推移 および

 全64パターン群の散布図を作成し、その法則性を基に考察。



0

50

100

150

200

250

300

350

400

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

年齢ー年齢ーLDL-CLDL-C

男性248885人 116.6±31.4

女性238182人 119.3±31.3
y = 111.8 + 0.098349x   R= 0.052118 
y = 87.973 + 0.58464x   R= 0.30679 

L
D

L
-
C

 m
g/

dl
 

年齢 

120120

≧200mg/dl　M 1.0%  F1.2%

≧140mg/dl  M 22.0%   F 24.3%

≧120mg/dl  M 44.1%   F 46.8%

＜80mg/dl  M 10.9%   F 8.8%

＜100mg/dl  M 30.3%  F 27.9%

要
受
診
？

悪玉コレステロール
と呼べるのか



LDL-Cの異常パターンの性差

加齢につれて
残りやすい

加齢につれて
減少しやすい
女性は50歳
以降増加

高LDL-C血症の異常パターンには
高齢化しやすい素因型
高齢化しにくい生活習慣型

 が存在する
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健康診断でLDL-コレステロールが高いと言われる方のデータの特徴

若い時からLDL-Cが多い方
素因型 体質で高め
40歳までは性差なし

生活習慣型（GPT γGTP  TG）
異常と共存。加齢につれて減少

男性に多い

女性は40歳後半か
らLDL-Cは増加し、
高血圧・耐糖能異
常など素因型の合
併異常が増加する。
男性も素因型に移
行するが、男女とも
減少は少なく高齢
者に多い。



LDL-C単独群は40歳以降減少するも
50歳以降 LDL-C素因型パターンに移
行しほぼ一定

LDL-C単独群は40歳以降減少するも
50歳以降の単独群プロセスは全て増加

素因型の高血圧・HbA1c
は男女加齢と共に増加
逆に単独群での減少は
LDL-Cのみで男女共通

素因型 （LDL-C)考察

LDL-C群の素因
型合併は増加す
るのみ

素因型パターン移行

素因型パターン移行
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LDL-C単独

正常
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LDL-C
急増

LDL-C
不変〜増加

女性ホルモンの抗酸
化作用で
50歳まではLDL-Cの
生活習慣型抑制

女性ホルモン低下で、
見かけの酸化亢進に
素因型の上昇
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健診における、健康状態、加齢の質のボトムアップの考慮が必要



素因型

生活習慣型

GPT γGTP TG LDL-C（４項目）
T0-T3はいずれも高齢化しない

高LDL-C血症の
個別リスクの違い 低リスク

高リスク

高LDL-Cの体質を
持っていても個人
の生活習慣で危険
性は変化する

体内酸化状態で
増加するLDL-Cが
問題ではないか

男性 女性

素因型パターン
LDL-C
LDL-C+高血圧

LDL-C+HbA1c
LDL-C+高血圧+HbA1c



高LDL-C血症の有所見率は、男女とも素因型群は40歳まで
漸増傾向を示す。

男性は20歳代から生活習慣型が増加し50歳以降低下する。

女性は40歳後半から若干の生活習慣型の増加と共に50歳
以降素因型が急増する。

70歳以降は、生活習慣型の性差はなくなり減少するもの
の、高齢者において、素因型の高LDL-C血症は男女とも存
在が持続する。

【結果】



 【健診における考えと対応】
LDL-Cにおいて、生活習慣型異常をともなう酸化の亢進状
態が要注意。女性にも女性ホルモンが低下する50歳以降若
干出現する。（男性＞女性）

女性の更年期以降は相対的な酸化の亢進状態が影響して生
活習慣型異常を伴わない素因型の増加がほとんど。

高LDL-C血症は、若年期の遺伝体質の素因と体内の酸化状
態に反応する対象が存在すると考えられる。

LDL-Cを悪玉化させない体内環境維持のため、酸化
を亢進させる生活習慣の改善の必要性を健康診断に

おいては留意されるべきである。
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